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   Eighty-four cases including twenty-nine with significant bacteriuria (colony count over  105/ 

ml) were studied on urinary glucose concentration by hexokinase, glucose-6-phosphate dehydro-

genase method and KAB-1 test  paper. Significant bacteriurias showed very low glucose con-
centrations under 2 mg/100 ml and good reliability of KAB-1 test  pape,r for detection of signifi-

cant bacteriuria was proved. Sensitivity was 93 % and specificity was 95 % on KAB-1 test 

paper.

尿 路 感 染 症 の さ い に有 意 の細 菌 尿 を ス ク リー

ニ ソ グす る方 法 に つ い て はGriessnitratetest,

お よびtriphenyltetrazoliumtestな どが あ る

、が,そ れ ぞ れ 欠点 が あ っ て,完 全 な も の とは い

い が た い.

多 数 の 尿 に つ い て,細 菌 の定 量 培 養 を 直 ち に

お こな え る大 病 院 を直 接 受 診 す る患 者 は別 に し

て,第 一 線 の 医療 機 関,保 健 所,集 団検 診 な ど

で,尿 路 感 染 を有 す る患 者 を簡 単 に,迅 速 に,

適 確 に か つ安 価 に選 別 す る方法 は ど う し て も必

要 で あ る.

最 近Scherstenら(1967,1968,1969)は

そ の一 連 の研 究 に よっ て,有 意 の 細 菌 尿 では,

細 菌 が糖 を 消費 す る こ とに よ り,生 理 的 に 存 在

す る尿 の 糖 量 が 異 常 に 低 値 を示 す 事 実 を 報 告

し,こ の事 実 が有 意 の細 菌 尿 の発 見 に役 立 つ こ

とを 指 摘 し て い る.さ らに この事 実 に も とつ い

て テ ス トペ ー パ ー を 開発 し,こ の テ ス トペ ー パ

ーが 有 意 の 細菌 尿 の 発 見 に 有 用 で あ る こ とは

Zagerら(1969)に よっ て も確 か め られ て い

る.こ の よ うな 点 を参 考 に し て,わ れ わ れ は尿

路 感 染 を 有 す る症 例 に つ い て,尿 糖 を 測定 し,

テス トペ ー パ ー の実 際 的 価 値 に つ い て 検 討 した

の で報 告 す る.

検 体 尿 とそ の 採 取 法

大阪大学泌尿器科 を受診した84例 の患者 を対象 とし

た.こ の うち尿細菌の定量培 養でcolony数10s/ml

以上の症例は29例,colony数IO4/m1以 下の尿細菌

数を有 した症例は23例,ま った く細菌を認めなか った

症例は32例 であった.こ の報告では,colony数10s/

ml以 上の例を有意の細菌尿 と定義す る,

検体の採取につい ては,前 夜就寝前に排尿 させ,就
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寝後 は 飲 食を 禁 じ,早 朝 ま で,で き るだ け 排 尿 させ ず,

早朝 覚 醒 後 直 ち に 排 尿 させ,そ の尿 を 検 体 とした.排

尿は 男子 で は 中間 尿 を,女 子 で はO.5%ヒ ビテ ン液 で

外陰 部 を 清 拭 後,中 間 尿 を そ れ ぞ れ 滅 菌 試験 管 に 排 尿

させ た.そ の 検体 を2分 し,そ の1を 尿 細菌 の定 量 培

養用 に,そ の2を テ ス トペ ーパ ーを 含め て,尿 糖 の 定

量 用 に 供 した.各 検 体 は,検 査 開 始 ま で40Cの 冷 蔵

庫 に 保 存 した.

尿 糖 は まず テ ス トペ ーパ ーに よ り 検 査 し,つ い で

hexokinase,glucose-6-phosphatedehydrogenase法

で定 量 した.

テ ス トペ ー パ ー につ いて

この テ ス トペ ーパ ーはDahlqvist(1966)に よっ て

考 案 され た 尿 中galactoseの 発 見 の た め の テ ス トペ ー

パ ー をScherst6nら(1968)が 微量 のglucoseを 判
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定 で き る よ うに作 り直 した もの で,呈 色反 応 の 阻 害 物

質 を 吸 着 す る 部分(5cm)と 反 応 部か ら成 り立 って い

る.吸 着 部は2-diethylaminoethanol(DEAE)を 吸

着 させ た紙 をO.5N硫 酸 で 洗 い,そ の上 部 の 呈 色 反応

部 分 に はglucose-oxidase,peroxidaseお よびortho-

toluidineをpH5.5に 調整 し て用 い て い る.そ れ ぞ

れ を薄 い プ ラスチ ッ クに 貼 りつけ てあ る(Scherst6n

eta1,1968;Scherst6n,1969) .使 用 に あ た っ ては,

1m1の 検 体 尿 の 中 に 吸着 部 の端 を 浸 し,尿 が 吸着 部 を

通 り,呈 色 反 応 部 分 に達 す る のを 待 ち,6分 な い し8

分 後 に 白色 の 背 景 を 置 い て呈 色 を 判 定 す る.こ の テ ス

トペ ーパ ーは 尿糖 量1.5mg/100ml以 下 では 発 色 せ

ず,こ の 場 合 の判 定 は(一)で あ る,2.Omg/100ml

以 上 の 尿 糖 量 で 青 緑 色 に 発 色 す る.1.5mg/100ml

以 上 の 尿 糖量 では,そ れ ぞ れ の 発 色 の 程 度 に よ って

(±)(+)(刊)(H)に 分 け て 判定 した(Fig.1).

Table1有 意 の 細菌 尿,colony数10s/m1以 上 の症 例

番号 症 例

1

2

3

4

5

6

ア

8

gi
IO

ll

l2

13

14

151尿 管 腱 痩

16膀 胱 腫 瘍

17前 立腺肥大症

左 腎 結 石

前立腺肥大症

前立腺肥大症

膀 胱 腫 瘍

神経因性膀胱

神経因性膀胱

右 腎 結 石

膀 胱 腫 瘍

膀 胱 腫 瘍

膀 胱 腫 瘍、
…

陰 嚢 水 瘤

膀胱頸部狭窄

腎 孟 腎 炎

前立腺肥大症
ヨ

i8i左 腎 結 石

191膀 胱 腫 瘍

20神 経因性膀胱

,」 尿管膀外開口

22

23

24

25

26

27

胱神
経因性膀胱

神経因性膀胱

左 腎 結 石

膀 胱 腫 瘍

膀 胱 腫 瘍

左 腎 結 石

28i前 立腺肥大症

29膀 胱 腫 瘍

性年令隠,/1。。謂 楚1蕪 細 菌

男221

男67

男73

男66

男28

男8

男42

男53

男・31

男60

男3

男36

女7

男 ア11

女50

男69

男62

男42

男66.

男7

女17

男28

男28

男38

男39

男35.

男44

男71i

男61

2.O

O

O

O.1

0.4

0.3

0.1

0.0

0.1

0.1

0,2

0

0.7

0.2

0.3

1.2

1.7

0.圭

0.7

0

0.1

0.2

0.1

0.1

0.4

0.4

0.6

0.5

0.4

十

±

StreP彦.faecalis105/m1,Citrobacter.K励sゴ θ〃α105/ml

Prot.mirabilisIO5/ml

KlebsiellαIO5/ml

E,coliIO5/ml

Klebsie〃 α105/ml

StaPh.epidermidis105/ml

StrePt.faecalis105/ml

Klebsie〃aIO5/m1,Pγo'.miγabilislO5/ml

Klebsie〃 α105/m1,Pseud.・eruginosa105/ml

Klebsie〃 α105/ml

Prot.vulgarislO5/ml

iKl・b・ie〃 ・1・5/ml
S彦rePt.faecalislO5/ml

E.`oli105/ml

CitrobacterIO5/ml

E.coli105/ml,StaPh.epidermidislO4/ml

StrePt.fae`alislO5/lnI

E.colilos/ml

Pseud.aeruginosa105/ml,StaPh.epidermidislO3/m1

ε'吻 ム ∫αθ`alislO5/ml,StaPh.epidermidislO5/ml

Pγo彦,vulgarisIO5/lnl

Klebsie〃 α105/ml

Klebsie〃alO5/ml,Prot.mirabilis105/ml

E。coliIO5/ml

E.`olilO5/ml

E.colilO5/ml

E.colilO5/ml

Klebsie"a5×104/ml,Pseud.aeruginosa5×104/lnl

Fungus(yeast)105/ml
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Table2Colony数104/ml以 下 の 症 例

黎1性 年令
1

2

3

4

'5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

1男13

男29

男3

男40

男38
　

1男33

男62

男30

男77

男44

男85

男75

男54

男28

男66

男49

男51'

女2

男77

女21

女30

男2

男2Q

男28

女40

男65

1女66

糖 量mg/1・ ・mliテ ス トペ ー パ ー¥[]定i 細 菌

女61

女30

男71

男62i

舅:一

霧7i

量61

舅、:

舞

蚤,1

婁:1
男18

1
男2司

男,21

2.4

2.4

4.2

1.0

`3
.1

1.1

12.2

2.5

3.2

2.5

2.5

2.0

1.9

1.5

2.2

2.6

7,8

20.5

0.8

8.0

3,7

10.1

8.6

2.8

ユ4.玉

11.1

6.4

1.9

5.6

9.2

9.2

3.6

6.3

7.5

8.3

14.0

11,0

9.8

10.6

8.9

10.5

5.2

6.2

12.7

2.8

7.5

10.1

14.8

十

冊

十

十

十

十

十

土

十

十

冊

十

十

十

升

十

十

什

冊

柵

十

十

St「ept.fae`α 漉1500/ml

S如 助.epidermidis100/ml

Klebsiella500/mI
IS

彦a」ク1Le」 クider〃zidis3000/ml

StaPh.・epidermidis200/ml
l

lKl・b・i・ll・3×104/ml
ISゆ ん

.epidermidis400/ml

KlebsiellaIOOO/m1

∫ゆh.epidermidis400/ml

i。seud.。,ru。 、。。、al。4/mI

KZθ うs溜 α103/ml

Colynebacteri襯400/ml

Colyneba`terium3000/ml

lα 一haem。lyticst,ept.5。 。。/m1,S励,飼,。midi・6・ ・/m1

Yeast200/ml

Pseud.aeアuginosa400/mI

StaPh.epidermidis3500/ml

Prot.〃zirabilis100/m1,Morganella1400/ml

Klebsiella2×104/ml

Strept.faecalis300/m1,StaPh.epidermidis100/m1

グ ラ ム 陰 性 桿 菌4000/ml

ITL(forganellalO4/m1

α一haemolyticstrept.104/ml

l細 菌認めず1
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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49男54

・・i如1

511女31
ミ

52i女20

531男51

54i男43
ミ

55i男20
[
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lO.8

14、6

3.2

3.7

51,3

2。3

4.1

冊

十

冊

十

十

細菌認めず

〃

〃

〃

〃

〃

このテス トペーパ ーは 日本商事株式会社 よ り提供を受

けたKAB-1で あ る.

結 果

Table1,Fig.2の よ うに,尿 細 菌 定量 培 養 で10s/

m1以 上 のcolony数 を有 した 症 例29例 で は,尿 糖 値

が2.Omg/100m1を 示 し た症 例 が1例 で,そ の他 は

す べ て2.Omg/100m1以 下 の尿 糖 値 を 有 し てい た.

これ らの うち テ ス トペ ーパ ーで 発 色 を見 て,(+)と

判 定 され た症 例 は1例 で2.Omg/100m1の 尿 糖 値 を

有 し,(±)と 判 定 され た 症 例 は1例 で1.7mg/100

m1の 尿 糖 値を 有 して い た .そ の他 は す べ て(一)と

判 定 され た.

この結 果 をScherst6neta1(1969)のsensitivity

で あ らわ す と,

・・n・・t…ty一 諾 農 畿 ・1・・

で,こ の 場 合 テ ス トペ ーパ ーの 判 定(一)が 有 意 の 細

菌 尿 を あ らわ すか ら,実 際 の 有 意 の 細菌 尿 の中 か ら,

テ ス トペ ー ノ・一 に よ って 判 定 で き る率,sensitivity

は,わ れ わ れ の成 績 では93%と な る.

尿細 菌 の定 量 培 養 で1(M/m1以 下 のcolony数 を 有

す る症 例 と尿 細 函 を 認 め な い症 例 とを あ わ せ て検 討 す

る とTable2,Fig,2の よ うに な る.

尿 糖 値 が2・Omg/100ml以 下 を 示 した症 例は6例

で あ る 。そ の 内 容 はStaphylococcusepidermidis3000

/mlの 尿 細菌 に対 し て 尿 糖1。Omg/100m1の も の,

Klebsiella3×104/mlの 尿 細 菌 に対 し て,尿 糖1.1

mg/dlの も の,Corynebacterium3000/mlの 尿 細 菌

に 対 し て,尿 糖1・9mg/100mgの もの,Staphylococ-

cusepidermidis600/mlお よび α・haemolytic

streptococcus5000/m1の 尿 細菌 に 対 して,尿 糖1.5

mg/100m1の もの,Corynebacteriurn400/m1の 尿

細 菌 に対 し て,尿 糖2・Omg/100mlの も の,尿 細 菌

を 認 め ず 尿 糖 が1・9mg/100m1の もの な どの6例 で

あ る.そ の 他 の症 例 では す べ て2.Omg/100m1以 上

の 尿 糖 値 を 有 して い た.こ の うち 実 際 に テ ス トペ ー パ

ーで 発 色 せ ず ,有 意 の 細 菌 尿 を 疑 わせ た 症 例 は3例

(55例 中3例)で あ る.

尿 細 菌 定 量 培 養 の成 績 でcolony数104/mi以 下 の

尿 細 菌 を証 明す る場 合 で も,病 因 的 に 意 義 が あ る場 合

が あ る の で(BradyandLittl'e,1963),104/m1以 下

の細 菌 数 の も のを す べ て 一 括 す る こ とに は問 題 が あ る

、が,こ の テ ス トペ ーパ ー の 判 定 結 果 をScherst6net

a1(1969)のspecificityの 定 義 に従 っ てあ らわ す と

trUenegatiVe
×100Speci且city=t

otalnon胴diseased

で,実 際に有意 の細菌尿でない症例の中か ら,テ ス ト

ペーパーで,こ れを判定 できる率,specificityは,わ

れわれ の成績 では95%と な る.

なお尿細菌を まった く認めない症 例についてのみ の

成績 では,レ ン トゲン的に腎孟腎炎 と診断され ている

尿糖1.9mg/100mlの 例を除 き 他はすべ て2.Omg/

100m1以 上 の尿糖 値を有 し,そ の平均値は,9.6mg/

100mlで あった.

考 按

1)尿 中 の糖 の量 と尿 路 感 染 に つ い て

正常 人 が生 理 的 に 有 す る尿 糖 の量 に つ い て,諸 家 の

報 告 を検 討す る と,Nagasaki(1915)は174例 につ

い て2～33mg/100m1,Haller(1962)は 早 朝尿 で3.1

～12・5mg/100m1以 下 の範 囲 ・Fine(1965)は740

例 につ い て ユ～15mg/100m1,Reschlerら(1965)は

上 限30mg/100m1の 範 囲 内,Scherst6nandFritz

(1967)は2～20mg/100mlの 範 囲 内 に あ る こ とな

どを 報 告 して い る.

Renschlerら(1965)は 上 記 尿糖 量 の報 告 の中 で ,異

常 に 低 い 尿糖 量 を示 す 測 定 値 の原 因 と して,尿 中 へ の

細 菌 の 混 入 を 考 え た が,尿 路 感 染 を そ の 原 因 と して 考

え る こ とは な か っ た.細 菌 感 染 が あ る と き脊 髄液 中 の

糖 量 が 減 少 す る ことはLichtheim(1893),Perkins

(1966)ら に よ り報 告 され て い る.こ れ との対 比 で,

Scherst6nandFritz(1967)は,尿 路 に 有 意 の細 菌

感 染 が あ る とき,生 理 的 に存 在 す る尿 糖 が細 菌 に 消 費

さ れ る ことに よ り,異 常 に低 い糖 の値 が得 られ る事 実

を報 告 した.20例 の 有意 の細 菌 尿 の うち19例 が2mg/

100ml以 下 の 尿糖 値 を有 し,1例 が3mg/100m1以
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上 の 尿糖 値 を 有 して い た.ま た有 意 の細 菌 尿 を もた な

い304例 中297例 が2mg/100m1以 上 の 尿 糖 を 有 し

て い た が,他 の7例 は2mg/100ml以 下 の 尿 糖 値を

示 した と報 告 し てい る.こ の 結 果,前 述 の 定義 に した

が っ て,尿 糖 値 の2mg/100mlを 中心 に し て,尿 糖

値 か ら 有 意 の 細 菌 尿 を 判 定 す る 場 合sensitivityは

95%,speci丘cityは98%で あ る と報 告 した.そ の後

Scherst6n(1969)は,有 意 の細 菌 尿97例 を 含 む3,911

例 につ い て尿 糖 量 お よびKAB-1テ ス トペ ー パ ー に よ

る検 査 を お こな い,尿 糖 量 が1.Omg/100rnl以 下 の

症 例は 常 に 尿 路 感 染 を 有 す る こ と,尿 糖 値 が2.0～1.O

mg/100m1の 範 囲 の値 は 細 菌 尿 の場 合 に も 起 こ り,

また も し摂 取 水 分量 を制 限 し なけ れ ぽ,正 常 老 で も認

め られ る こ とを 指摘 す る と と もに,4時 間 な い し6時

間膀 胱 に 尿 を た め た後 に絶 食状 態 で 排 尿 し た 尿 の尿 糖

値 が2.Omg/m1以 上 の も のは 有 意 の細 菌 尿 を 持 たぬ

ことを 報 告 し た.こ の結 果KAB-!テ ス トペ ー パ ーに

よるsensitivityは96%,specificityは96%で あ っ

た.

これ らの 成績 に対 し てZager,KalmanandGuze

(1969)は,82例 の有 意 の細 菌 尿,288例 の非 細 菌 尿

につ い てKAB-1テ ス トペ ー パ ーを 用 い て 検討 し,82

例 の 細 菌 尿 中16%のfalsenegative,288例 の非 細 菌

尿 中10%のfalsepositiveの 結果 を 得 て い て,こ の

方 法 に よる 細菌 尿 の ス ク リー ニ ン グが,tetrazolium

test,nitratetestお よびdiscfloatingtestに 比 し,

す ぐれ た ス ク リー ニ ン グ テ ス トで あ る こ とを認 め てい

る.

われ わ れ の結 果 で は,29例 の 有 意 の 細菌 尿 の うち,

2.Orng/100m1の 尿 糖 値 を 有 して い た も のは1例,ま

た テ ス トペ ーバ ーで 発 色 を 見 た もの は2例 で,テ ス ト

ペ ーパ ーに よ って,細 菌 尿 を 見 い だ す 率 は93%で あ

る.有 意 の 細 菌 尿 を もた ぬ55例 中,尿 糖 値 が2mg/

100ml以 下 の 値 を 呈 した 症 例 は6例 で あ り,テ ス ト

ペ ーパ ー で発 色 を み な い もの は3例 で あ る.そ こで,

テス トペ ーパ ー で 有 意 の 細 菌 尿 を 否 定 で き る 率 は95

%と な る.Scherst6n(1969)の 成績 よ りや や 劣 り・

Zagerら(1969)の 成 績 よ り 良 好 な結 果 とな って い

る.こ れ らの 結果 か ら尿 糖 値 の減 少 と と もにKAB-1

テ ス トベ ーパ ー が 発 色 しな い こ とは,有 意 の細 菌 尿 の

簡 単 で 迅 速 な ス ク リー ニ ン グに じ ゅ うぶ ん役 立 つ もの

と考 え られ る.

2)採 尿条 件 を一 定 にす る ことに つ い て

15rng/100m1の 尿 糖 値 を有 す る尿 に103/m1のE

coliを 混 じた も の,お よび25,75,100mg/100m1の

尿糖 値 を 有す る 尿 に105/m1のE・coliま た はcoli一
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formbacteriaを 混 入 したinvitroの 実 験 で,そ れ

ぞ れ の 尿 が,尿 糖0.21ng/100m1の 値 とな るに は,

37℃ で4な い し6時 間 のincubationを 要 す る こ と

と,水 分摂 取 を制 限 しな い 場 合は,正 常 者 で も,尿 糖

値2.Q～1.Omg/100m1の 範 囲 内 の こ とが あ り うる こ

とが 報 告 され てい るか ら(Scherst6n,1969),採 尿は

就 寝 後 検体 採 取 まで の 飲 食 を禁 じ,で ぎ るか ぎ り夜 間

の 排 尿 を禁 止 して,細 菌 が じ ゅ うぶ ん 塘 を 消 費 す る時

間 を お い た早 朝 尿 に つ い て 検査 しな け れ ば な ら な い.

前 回 の 排尿 か ら4時 間 以 内 に排 尿 され た 尿 につ い て検

査 す る場合 に は,KAB-1テ ス トペ ーパ ーが発 色 し て

も,有 意 の細 菌 尿 で な い と結論 す る こ とが で きな い.

尿 中 の微 量 の糖 に つ い て の検 査 であ るか ら,も ち ろ

ん 糖 尿病 患 者 は 検 査 の 対象 には な らな い.テ ス トペ ー

パ ー の 性質 上glucoseoxidaseの 阻 害 剤 を含 む 尿で

は テ ス トペ ーパ ーの 感 受性 が低 下 す る.し た が っ て検

査 に先 だ っ て,ビ タ ミンCの 投 薬 な どは 中止 して お く

べ きで あ る ,

3)細 菌 が 糖 を 消 費 す る能 力に つ い て

Scherst6n(1969)に ょれ ばE.coli,E.coliのL・

form,coliform,Enterococci,Bacteriumantratum,

・4`hromobacter,Proteusmirabilis,Proteusvul≦laris

は 糖 を 消費 す るた め に,こ れ らの 有 意 の細 菌尿 に つ い

て は,上 述 の グル コー ス法 に よ る細 菌 尿 の ス ク リー ニ

ン グが可 能 で あ る がPseudomonas属 につ い て は,糖

を消 費す る速 度 が遅 い ゆ えPseudomonasaeruginosa

の細 菌 尿 に つ い て は ス ク リー ニ ン グが で き る とは 限 ら

ない と報 告 され て い る.Zagerら(1969)の 成 績 で も

KAB-1テ ス トペ ーパ ー でPseudomonasae「uginosa

の有 意 の細 菌 尿 を発 見 で きな か っ た 例が 多 い が,発 見

で ぎた 場 合 もあ り,Pseudomonasaerug'inOSα に 関 す

る成 績 は 一 定 して い な い.

わ れ わ れ の 成績 では,PseudomonαSaeruginosaの

104/m1の 細菌 尿 では 尿 糖 量2.5mg/100m1を 有 し,

テ ス トペ ーパ ーで発 色を 認 め て い る が,Pseudomonas

aeruginosalos/ml,StaPhylococcusepidermidis103

/m1の 細 菌 尿 では 尿 糖 値O.7mg/100mlで,テ ス ト

ペ ーパ ーで 発 色 は認 め なか った .

4)有 意 の 細菌 尿 発 見 の た め の,そ の 他 の ス ク リー

ニ ン グ テス トとの比 較

a)triphenyltetrazoliumchloridetest(T.T.C.

test)と の比 較

triphenyltetrazoliumchlorideが 細 菌 に よ り還 元

され てtriphenylformazanに な り 赤 色沈 殿 が 生 ず る

こ とに も とつ くこの 方 法 は,次 の よ うな 欠点 を 持 って

い る.T.T.C.の 存 在 下 で は,細 菌 の細 胞 膜 に よ る
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ATPの 形 成 が減 少 し,細 菌 に対 し て毒 性 的に 働 き,

上 記 の還 元 作 用 を阻 害 す る(BullenandKincaid-

Smith,1967).さ らにStaphylococcik'よ ぴあ る種 の

Proteusお よび.PseudomonasはT.T.C・ を 還 元 し

ない(Thysell,1969).報 告 例 を検 討 す る と,Neter

(1965)に よれ ぽ33,3～43.7%のfalsenegative・Guze

andKalmanson(1963)に よれ ぽ35%のfalsenega-

tive,Kincaid-Smithら(1964)に よれ ば14%のfalse

negativeの 成績 があ る.さ らに この 方 法 で は試 薬 を

溶 解 し た後 に,37℃ で4時 間incubateせ ね ぽ な ら

ない こ とは す こし不 便 で あ る.

b)Griessnitratetest

尿 中 のnitrateが,細 菌 に よっ てnitriteに 還 元 さ

れ て,テ ス トペ ーパ ー が赤 に発 色 す る こ とに よっ て有

意 の 細菌 尿 を 見 い だ す この テ ス トに は,つ ぎの よ うな

欠 点 が あ る.尿 中 に,細 菌 に よっ て じ ゅ うぶ ん還 元 さ

れ るべ きnitrateが な い 場 合 が あ る.Thysel1(1969)

は,18.6%に この よ うな 場 合 があ る こ とを 報 告 し てい

る.ま た ご く特 殊 な 場 合,あ る種 の細 菌 はnitrate

reductaseを 産 生せ ず,nitrateをnitriteに す る こ

とが で きない 場 合 が あ る.

この テ ス トの成 績 を 検 討 す る と,有 意 の 細 菌 尿 を発

見 す る率 は77%(FinnertyandJohnson・1968),84

%(Wallmarketal,1968)な どの報 告 があ る,

以 上 の よ うに,も っ と も よ くお こなわ れ て い る これ

らの 方 法 に も,そ れ ぞ れ 欠 点 が あ っ て完 全 な もの とは

いい がた い.尿 中glucose量 を 基 礎 に す るKAB-1

テ ス トペ ーパ ーに よっ て尿 細 菌 を 発 見す る方 法 は,わ

れ わ れ の成 績 で は 有意 の細 菌 尿 を 発 見 す る 率sensiti-

vityが93%で あ り,細 菌 尿 を 否定 す る率specificity

が95%で あ る,こ の 成 績 は,T.T.C.testやGriess

nitratetestに 比 し,ま さ る と も劣 ら ぬ 成績 で あ り,

有 意 の細 菌 尿 の 発 見 に有 意 義 な テ ス トで あ り,と くに

集 団 検 診 の 目的 な どに は至 適 の もの と考 え られ る.

結 語

84例(う ち29例 はcolony数105/m1以 上 の

細 菌 尿)に つ い て,尿 中 の糖 の量 をhexokina-

se,glucose-6・phosphatedehydrogenase法 お

よ びKAB-1テ ス トペ ー一パ ー に よっ て定 量 し,

有 意 の細 菌 尿 の糖 の値 が異 常 に低 い値 を呈 し,

2mg/100m1以 下 の値 を示 す こ と,ま た この事

実 に も とつ くKAB-1テ ス トペ ー パPtが,有 意

の 細 菌 尿 の ス ク リー ニ ソ グ に と くに役 立 つ こ と

を 確認 した.こ の方 法 ぽT.T,C.test,nit一

ratetestよ りす ぐれ た 成 績 を 示 し,sensitivi-

ty93%,specificity95%で あ っ た.
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